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を通して PC でデータを取得する．ディスプレーサの DC モータを駆動する直流電源の電圧と電
流からディスプレーサ駆動電力を計算し，発電周波数をディスプレーサ周波数とする．発電コイ














作動流体圧力 1.0 MPaA 
高温部温度 230～600 ℃ 
低温部温度 10 ℃ 
冷却水流量 281 L/h 
エンジン回転数 11.1～20 Hz  
  
 図 2：作動流体の違いによる発電電力の変化 
  
図 3：作動流体の違いによる発電効率の変
化 
図 4：作動流体の違いによるディスプレーサ駆動
電力の変化 
 
56 
の効率については窒素を用いた場合の効率が他と比較し著しく低い．これはディスプレーサを駆
動するのに必要となる電力が大きいことが原因である．図 4 にディスプレーサ駆動電力を示すが，
これによるとディスプレーサを同じ周波数で駆動するのに必要な電力はヘリウム・水素の場合に
比べ倍以上大きい．従って，特に高回転数にした場合に出力の増加よりも抗力の増加の方が上回
り，効率の低下につながっているものと考えられる．なお，水素についてはまだデータが少ない
ため，今後数多くの実験を行い特性を把握する必要がある． 
 
4. まとめ 
本研究では，宇宙利用を目指したスターリングエンジン発電機の運転性能試験を実施した．作
動流体として水素・ヘリウム・窒素の三種の気体を用いて実験を行い，性能の違いを調査した．
作動流体として窒素を用いた場合，ディスプレーサを駆動するのに必要となる電力が 2 倍以上に
増加し，結果として発電効率が低下することがわかった． 
現段階では装置出力である発電電力も装置の効率もまだまだ低く，実用レベルであるとはいえ
ないが，運転条件を変化させることで出力の向上が期待できる．  
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